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自己資本比率 平成30年3月31日現在における当組合の単体自己資本比率は、

22.29％ となっております。

剰余金処分

1 当期未処分剰余金 
2 剰余金処分額
 （１）任意積立金
 （２）出資配当金
 （３）事業分量配当金
3 次期繰越剰余金

732,359,040
303,136,698
238,500,000
32,854,212
31,782,486
429,222,342

科　　目 金　　額
（単位：円）平成30年6月22日

　平成29年度における出資者（組合員の皆さま）への配当は3％です。
　事業分量配当については、出資者名義(注)の定期貯金平均残高の0.1％の割合で配当させ
ていただきます。
　尚、配当金および事業分量配当金につきましては６月２５日にご指定の口座へ振替入金させ
ていただいておりますのでご確認ください。

（注）事業分量配当金は出資者ご本人名義の定期貯金（金利上乗せ定期貯金は除く）のみが対
象となりますので、ご家族さまの名義は含まれません。

※貸借対照表、損益計算書、剰余金処分案等の内容については、全国監査機構ならびに当組合全監事より適正意見の表明がなされております。財務諸表    
　についてはＪＡあきがわ公式ウェブサイト（http://www.ja-akigawa.or.jp）に掲載しておりますので、ご確認ください。
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※国内基準4％以上

JA自己改革の取り組み状況です
　平成28年度より平成30年度の3ヵ年計画として、自己改革に取り組んでおります。
第２年度である平成29年度の主な進捗状況は以下のとおりです。

東京農業の振興を踏まえた農業者の所得増大テーマ１
●販売品取扱高は4億6,835万円となり、前年対比101.4％となりました。
●３つの直売所運営委員会を統合した「ＪＡあきがわ直売所運営委員会」を設立し、各直売所間での販売品の相互乗り
入れ額は4千2百万円余りとなりました。
●ポイントカードシステムを導入し、全組合員に組合員カードを配布した他、会員カードを8,355枚発行しました。
●新規就農者３名を直売所会員へ受け入れ、農機具レンタルを実施しています。
●組合員特別価格販売を実施し、安価な購買品・生産資材を提供しました。
●肥料や生分解マルチ、電気柵、施設栽培用暖房燃料への助成金の支給を行いました。　他

JA自己改革の実践を支える経営基盤の強化テーマ４
●利用度の低い事業・ＡＴＭコーナーの検討を行い、武蔵五日市駅ＡＴＭコーナーの営業を終了いたしました。
●不良債権の早期流動化、解消に取り組みました。
●共済契約者全戸訪問を行うべく、各支店で「３Ｑ訪問活動」を実施しました。
●体系的な研修実施による職員の育成を図るべく、研修・資格取得支援を行いました。　他

営農支援係による耕作支援・
不耕作地の解消面積　年間804.71a

市町村・都内空白行政区合わせた
学校給食出荷量　年間13.7t

農業用機械の無料点検キャンペーン実施
檜原村役場前26台、ぐりむ80台

地域貢献活動による都民理解の醸成テーマ２

組合員と共に歩む組織づくりテーマ３

●災害協定に基づく協力農地・施設を19ヵ所から23ヵ所に拡大しました。
●地域コミュニティ事業の内容充実
●親子農業体験「あぐりスクール」・女性大学の継続開催　他

小学校・幼稚園・保育園の食農教育応援 職員の連続職場離脱制度を利用した
農業支援（66名）

金融店舗や地域の祭りで
地元農産物を販売

ジャガイモ作付拡大へ向けた
講習会開催（檜原村共催）

女性部ＡＥＤ講習会の開催 青壮年部　花野菜宝船の制作

平成30年度も着実に自己改革を実践してまいります。


